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【Do】　実施・実行 【Check】　点検・評価

■具体的取組 ■成果指標の具体的検証結果

■インプット（投入金額等）

　事業費等

■アウトプット（数量等）

　実施回数等　　　＊（　　）は達成率

※ＫＰＩ … 重要業績評価指標。Key Performance Indicatorの略。アウトカムの達成度を具体的に示す指標（数値）をいう。

ＰＤＣＡチェックシート

新たに供用した下水道区域での早期接続促進業務

【Plan】　計画 【Action】　処置・改善

■目的 ■検証結果を受けての具体的対応

■成果指標（アウトカム・ＫＰＩ） ※

（インプット・アウトプットに対するアウトカムの
達成状況はどうか、また、達成できていない場
合の原因は何なのか等の検証結果を具体的
に記載）

〇早期接続補助
　　359千円（６件）
　　（前年分：２件　当年分：４件）

　生活排水による汚濁防止の軽減を図るた
め、新規供用下水道区域内での接続促進を
行う。

　供用下水区域内において既設施設（特に
汲み取りや単独処理浄化槽）から公共マス
への早期切り替えを促すため申請者への切
り替え促進や補助

　下水道への切り替え時の補助について申
請者より依頼を受けた施工業者（受注業
者）は理解しているが、申請者は十分に把
握していない場合もあるため、工事実施前
に行う工事説明時に併せて早期接続補助の
説明を行う。
　工事完了後の供用開始の案内時にも再度
早期接続補助資料を送付し問い合わせがあ
れば訪問し説明を行う。　
　また、年１回広報にて生活排水の汚濁防
止取り組みのための掲載を行い、周知す
る。

　今後も継続した早期接続補助制度を継続
しながら、汚濁防止への理解を深める。

　年度目標の半分の達成であるが、年度内
において申請・工事・竣工ができたことが
大きく申請者との事前調整の成果である。
　供用開始から３年以内の申請、3.5年以
内の工事完了の原則により早期接続補助と
して補助交付を活用し、必要経費の軽減に
取り組めている。
　既設施設から公共マスへの切り替えに
は、費用（配管接続等）が必要であり、申
請者の実施計画により左右され、既設住宅
の建替時や既設槽の状態悪化等で切り替え
を行う場合が多い。
　下水道区域の考えを理解し、処理水とし
て汚濁防止に取り組めている合併処理浄化
槽からの切り替えについて、計画・実施に
着手してくれる申請者もおり、説明の重要
性を再認識する。
　水洗化率についても、区域拡大のための
工事も並行しているため、水洗化率の上昇
とならない時がある。

【参考】　　　　Ｒ４　 Ｒ５　 比較
　供用面積　　　97ha　 103ha　6ha
　供用区域人口　3,211  3,492　281
　水洗化人口　　  584    635　 51
　水洗化率　　　18％　 18％　   0

【目標値】
〇接続補助申請数　新規の10％（７件）
　新規加入促進対象件数：70件（想定）
　＊土地所有者確認後に接続補助申請を送
付するため現件数は想定。

【達成値(R5実績値)】
〇接続補助申請件数　新規の５％（３件）
　達成率：50％

〇当年度接続補助関係資料送付　63件
　・申請件数：３／63（５％）
　・申請実績
　　　完　了：３／３（100％）
　　　未完了：なし

〇過年度分接続補助申請件数　３件
　・申請実績　
　　　完　了：１／３（33％）
　　　未完了：２／３（67％）

〇公共下水区域内水洗化率　18％
　供用区域人口（全体）　3,492人
　水洗化人口（全体）　  　635人 


